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平
成
　
年
３
月
ま
で
、
小
学
６
年

２２

生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

人
に
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

し
た
（
所
得
制
限
あ
り
）
。

　
こ
の
た
び
、
子
ど
も
手
当
法
の
施

行
に
伴
い
、
　
年
４
月
分
か
ら
、
児

２２

童
手
当
に
代
わ
り
「
子
ど
も
手
当
」

が
中
学
３
年
生
ま
で
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
　
年
度
の
手
当

２２

月
額
は
１
万
３
０
０
０
円
で
、
年
３

回
（
６
・
　
月
、
来
年
２
月
）
に
分

１０

け
て
支
給
し
ま
す
。
所
得
制
限
は
あ

　
市
は
、
大
学
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
４
月

か
ら
拡
大
し
ま
し
た
。
新
た
な
開
設

場
所
は
関
西
学
院
大
学
聖
和
キ
ャ
ン

パ
ス
で
す
。

　
子
育
て
ひ
ろ
ば
で
は
、
大
学
の
空

き
教
室
な
ど
に
親
子
（
主
に
０
歳
～

２
歳
の
子
と
保
護
者
）
が
集
い
、
保

護
者
同
士
が
交
流
し
た
り
、
子
ど
も

が
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
で

き
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
な
ど
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
の
で

子
育
て
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
相
談

で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
大
学
の
も

つ
専
門
性
を
生
か
し
た
講
座
や
イ
ベ

　
教
育
委
員
会
は
、
平
成
　
年
度
の

２２

高
校
、
大
学
、
専
修
学
校
高
等
課
程

の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
申
込
は

所
定
の
願
書
を
４
月
　
日
か
ら
　
日

１２

２６

ま
で
に
学
事
・
学
校
改
革
グ
ル
ー
プ

（
教
育
委
員
会
庁
舎
１
階
☎
０
７
９

　
市
は
、
平
成
　
年
度
分
「
は
り
・

２２

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
補
助
券
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
・
利
用
期

間
は
来
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
。

３１

　
補
助
券
は
５
枚
つ
づ
り
で
、
「
西

宮
市
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
定
施
術
所
」
で
健
康
保
険
適
用
外

　
市
は
、
西
宮
市
貝
類
館
発
行
の
冊

子
「
海
辺
か
ら
の
た
よ
り
」
の
広
告

主
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
は
、
貝
の
不
思
議
や
西
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小論文テーマ（文字数）名称
西宮の都市計画について考えること（800字～1200字）都市計画審議会

美しいまちづくりについて考えること（800字～1200字）都市景観審議会

西宮市の文化に対する考えや希望（800字以内）文化まちづくり
懇話会

ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
武
庫
川
女
子
大
学
、
夙
川
学
院
短

期
大
学
と
も
連
携
し
、
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
地
域
の
子
育
て
の
拠
点

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
料
は
無
料
。
原
則
利
用
申
込

は
不
要
で
す
。
な
お
、
会
場
に
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
は
子
育
て
企
画
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
７
０
３
）

ま
た
は
各
大
学
へ
。

く
だ
さ
い
（
必
要
書
類
に
つ
い
て
詳

し
く
は
請
求
書
と
一
緒
に
送
付
す
る

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
煙
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
た
世
帯
　
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
中
学
２
・
３
年

生
が
い
る
世
帯
に
は
、
「
額
改
定
請

求
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
必
要
書

類
と
と
も
に
市
へ
返
送
し
て
く
だ
さ

い
（
必
要
書
類
に
つ
い
て
詳
し
く
は

請
求
書
と
一
緒
に
送
付
す
る
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
給
資
格
者
で

寄
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
は
子
ど
も
手
当
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
８
９
）へ
。

　
煙
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

世
帯
　
４
月
中
旬
に
中
学
３
年
生
以

下
の
子
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
あ
て

に「
認
定
請
求
書
」を
送
付
し
ま
す
。

必
要
書
類
と
と
も
に
市
へ
返
送
し
て

　
市
は
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
補
助
券
を
取
り
扱
う
施
術
所
の

新
規
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象

は
「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、

は
り
師
、
き
ゅ
う
師
等
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
る
免
許
を
有
し
、
市
内
で

施
術
所
を
開
設
し
て
い
る
個
人
ま
た

は
事
業
所
で
す
。
申
込
方
法
な
ど
問

合
せ
は
高
齢
福
祉
グ
ル
ー
プ
へ
。

　
怯
安
井
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
移
転
　
４
月
１
日
付
け
で
以
下
の

所
在
地
（
〒
６
６
２
―
０
８
５
６
城

ケ
堀
町
１
―
　
☎
０
７
９
８
・
３
７
・

３９

１
８
７
０
）に
移
転
し
ま
し
た
。な

お
、
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

の
施
術
を
受
け
る
と
き
に
、
１
枚
で

１
回
１
０
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
問
合
せ
は
高
齢
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
５
０
）へ
。

　
【
対
象
】
平
成
　
年
４
月
１
日
現

２２

在
、
市
内
に
住
民
登
録
か
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
　
歳
以
上
の
人

７０

　
【
申
請
方
法
】
印
鑑
と
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の（
健
康
保
険
証
等
）を

持
参
し
、
高
齢
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
市

役
所
本
庁
舎
３
階
）
、
各
支
所
・
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
ク
タ
西

宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
来
所
を
。
申
請

は
年
度
中
に
１
人
１
回
の
み
　
※
代

理
申
請
の
場
合
は
、
対
象
者
の
印
鑑

と
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
ま
た

は
委
任
を
証
明
す
る
書
類
）
に
加
え

て
、
代
理
人
の
印
鑑
と
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
が
必
要

還
不
要

　
【
対
象
】
大
学
院
、
大
学
、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校（
４
・
５
年
）、

専
修
学
校
高
等
課
程
（
３
年
制
に
限

る
）
に
在
学
し
、
保
護
者
が
市
内
在

住
の
人
。
所
得
制
限
あ
り

　
【
貸
付
額
】
国
公
立
は
月
額
１
万

円
、
私
立
は
月
額
１
万
４
０
０
０
円

　
※
卒
業
後
　
年
間
で
、
半
年
ご
と

１０

の
均
等
返
還
。
無
利
子

８
・
３
５
・
３
８
１
７
）
へ
。

　
※
願
書
は
同
グ
ル
ー
プ
に
あ
り

　
【
対
象
】
高
校
、
高
等
専
門
学
校

（
１
年
～
３
年
）、
中
等
教
育
学
校
後

期
課
程
、特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
、

朝
鮮
高
級
学
校
に
在
学
し
、
保
護
者

が
市
内
在
住
の
人
。
所
得
制
限
あ
り

　
【
給
付
額
】
公
立
は
月
額
５
５
０

０
円
、
私
立
は
月
額
１
万
１
０
０
０

円
（
生
活
保
護
世
帯
の
場
合
、
公
立

は
対
象
外
、
私
立
は
減
額
）
　
※
返

宮
の
自
然
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
も

の
で
す
。
Ａ
４
判
で
４
０
０
０
部
発

行
予
定
。
同
館
の
ほ
か
、
各
支
所
・

公
民
館
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

　
募
集
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
ペ
ー

ジ
下
参
照
）
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
西
宮
」

の
中
の
「
市
の
広
告
事
業
」
に
掲
載

し
て
い
る
募
集
要
項
、
仕
様
書
、
西

宮
市
広
告
掲
載
要
綱
・
基
準
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　市は、①西宮市都市計画審議会、②西宮市都市
景観審議会、③西宮市文化まちづくり懇話会の委
員のうち一部を公募します。
　対象は平成２２年７月１日（③は４月１日）現在、
２０歳以上の市内在住・在勤者です（本市の他の
審議会委員・市議会議員・職員を除く）。
　応募方法は、所定の申込書に小論文（テーマな
どは下表参照）を添えて、４月２１日（③は５月
７日、郵送の場合消印有効）までに各担当グルー
プへ郵送かＥメールもしくは持参を。申込書は同
グループ、各支所・市民サービスセンター、アク
タ西宮ステーションなどで配布するほか、市のホ
ームページ（アドレスはページ下参照）からダウ
ンロードできます。
　書類選考のほか、必要に応じて面接を実施しま
す。

　西宮の都市計画や景観について審議を行う「西
宮市都市計画審議会」、「西宮市都市景観審議会」
の委員を募集します。定員各２人。
【任期】平成２２年７月１日～２４年６月３０日
【担当グループ】都市計画グループ（〒６６２―
８５６７六湛寺町１０―３市役所南館３階☎０７９８・
３５・３６８４死vo_toshikei@nishi.or.jp）

　本市の文化的特性を生かしたまちづくりを推進
するために提言などを行う「西宮市文化まちづく
り懇話会」の委員を募集しています。定員１人。
【任期】委嘱日～平成２４年３月３１日
【担当グループ】文化振興グループ（〒６６２―
８５６７六湛寺町１０―３市役所本庁舎４階☎０７９
８・３５・３４７７死vo_bunka@nishi.or.jp）

※４月１日以降に西宮市に転入する人は、
　西宮市と転入前の市区町村の２カ所で手
　続きが必要になる場合があります
※公務員については勤務先から支給されま
　す。詳しくは勤務先へ問合せを

手
続
き
方
法

ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

５
月
　
日
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
９
月

１４

　
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
た
場
合
、

３０４
月
１
日
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当

し
た
日
の
翌
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
※
出
産
な
ど
に
伴
い
、
子
ど
も
手

当
の
対
象
に
変
更
が
あ
る
場
合
の
手

続
き
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
手
続
き
は
で
き
る
限
り
５
月
　
日
１４

手
続
き
期
間

募
集
し
ま

募
集
し
ま
すす

申
込
は
４

申
込
は
４
月月
　
日
ま
で

日
ま
で

２６２６

を
募
集

西
宮
市
貝
類
館
の

　
　
  冊
子
に
掲
載

市政にあなたの声を
審議会・懇話会の委員募集

①都市計画審議会　②都市景観審議会

③文化まちづくり懇話会

《小論文テーマ》

補
助
券
を
取
り
扱
う

施
術
所
の
新
規
受
付

（※）４月から実施場所と連絡先が変更になりました

猿子育てひろば　一覧猿

気
高
校
奨
学
生

気
大
学
・
専
修
学
校

　
　
高
等
課
程
奨
学
生

　
山
田
知
市
長
は
、
４
月
１
日
に

田
中
渡
市
議
会
議
長
へ
市
長
職
の

退
任
を
申
し
出
ま
し
た
。
市
長
の

任
期
は
、
地
方
自
治
法
第
１
４
５

条
の
規
定
に
よ
り
４
月
　
日
ま
で

２０

で
、
　
日
以
降
は
同
法
１
５
２
条

２１

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
市
長
職
務

代
理
者
が
置
か
れ
ま
す
。

　
山
田
市
長
は
、
平
成
　
年
　
月

１２

１１

に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
９
年

半
に
わ
た
り
、
「
愛
と
希
望
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
市
政

山
田
市
長
の
退
任
に
つ
い
て

を
推
進
し
ま
し
た
。

　
退
任
に
あ
た
っ
て
の
市
長
の
コ

メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
長
年

の
ご
支
援
と
ご
理
解
に
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆

さ
ま
の
ご
期
待
に
添
え
ず
、
任
期

半
ば
で
退
任
い
た
し
ま
す
こ
と
を

深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
」

　
問
合
せ
は
秘
書
・
国
際
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
４
３
２
）へ
。

　
【
募
集
枠
数
・
最
低
広
告
料
】
１

枠
・
２
万
円
（
税
込
み
）

　
【
申
込
】
必
要
書
類
を
４
月
　
日
１２

～
　
日
（
必
着
）
に
行
政
経
営
・
改

２６
善
グ
ル
ー
プ
（
〒
６
６
２
―
８
５
６

７
六
湛
寺
町
　
―
３
市
役
所
本
庁
舎

１０

４
階
☎
０
７
９
８
・
３
５
・
３
６
０

０
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
を

　
※
広
告
主
は
西
宮
市
広
告
掲
載
要

綱
・
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
も
の

の
中
か
ら
金
額
の
高
い
順
に
決
定

広
告
主

奨
学
奨
学
生生
をを


